
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

色彩 ・ 形状シ ュ ミ レー シ ョ ンシステムによる模様と色彩の

感情効果に関する研究 （第 1報）
一 日本と ヨー ロ ッ パの伝統的模様の 2 ， 3を例 に して 一

S量udy 　on 　the　E躪 o 量め nal 　Ef蕾ec 量 o 菅Coめr　and 　Pa賛ern 　by　CAD ；Using　some

Traditlonai　Figures　ln　Japan　and 　EuroPe

佐藤　昌子　　大阪市立大学生活科学部　　Masako　Sato　　　 増田　智子　　大阪市立大学生活科学部　　Tomoko　Masuda

渡部ざおり　　　　　　 ）J　　　　　　 SaQrl　Watanabe 　 皆川　　基　　　　　　 ノ丿　　　　　　 Mato「Minagawa

　［目的］

　平面上 に搆成 され て い る形状 と色彩は、形状

で は模様 と して線で 、

一
方色彩は面 で視覚 を刺

激する 。 本研究 は模様と色彩に よる視覚刺激が

ヒ トの 感情効果 に及 ぼす影響に つ い て明 らかに

する こ とを 目的と し、 日本 とヨー ロ ッ パ の 伝統

的模様の 2 、 3 の 例を原図 として用 い 、色彩 ・

形状 シ ュ ミ レーシ ョ ン シス テム によ り原図の 模

様と色彩 を互換 させ て 作成 したパ ネル を被検者

に 提示す る こ とに よ り、その 刺激か ら引き起 こ

される感情が どの ような心理 因子に よ っ て構成

され、模様と魯彩の い ずれ がよ り大 き く影響を

及 ぼすか を因子分析法か ら検討 した 。

　 ［方法］

　原図 ；日本お よびヨ ー ロ ッ パ にお けるそれ ぞ

れ約 300の 伝統色彩に 関する測色学的な予備実

験か ら19世 紀後半の 作 品と見 られ る4枚を カ ラー

図版 よ り選出 し原図と して用い た p すなわ ち、

日本の 伝統的模様と して 「獄紗 風呂敷」
1）

の 中

か ら図 1 に 示す家紋 a と 、 熨 c の 模様を 、
ヨ ー

ロ ッ パ の染織
2 ）

中か ら装飾模様の b とd を用い

、それ ぞれ 、ちょ う、の し、 リ ボン 、はな と命

名 した 。 その 配色構成 を表 1 に 示す。

　視感 測定 用 パ ネル の 作成 ；μ イメージ シ ン セ

サ イ ザ ーX68000を本体 とし、高解像度カ ラーイ

メージ ス キ ャナ JX600、お よび、超高感度 PICTR

OGRAPfl￥ 2000を入 出力機 とする色彩
・
形状シ ュ

ミ レ
ー

シ ョ ン システ ム （シ ャ
ープ騰）に よ り原

図上 の 色の 領域数が 8 の a 図と b図、領域数が

7 の c 図 と d 図の 色 影を互換す るパ ネル を作成

した 。 色彩構成が 同じであ っ て も面積と配置が

異なる と異 なるイ メ
ー ジを与 えるが、視感測定

時の 被験者 の 疲労 を考慮 し、実験 を約 1時問 で
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修了 でき る範囲か ら逆算 してパ ネル 数を 4 図 ×

5 配色の 計 20 枚 とした。例え霞a 模様 （ち ょ

う）の 5 枚は、 a の オ リジナル 配色図、お よび

b模様 （リボン）に使われ て い る色を ラ ン ダム

に領域配置 した 4 枚の 計 5 枚である。

　感情効果の 視感測定法 ；測定は 18 〜 22 才

の 健康 な女子大学生 40 名を被験者 とし、試料

パ ネル を見 た場合に受 ける感情につ い て、 25

の 用語対に対する 7段 階の 心 理尺 度値を測定 し

た （SD 法） 。 被験者 にはパ ネル 上 に窓 （17．3

×17．5または 18．2×15．3c皿
2
）を開けた マ ス ク（N5

， 26×47cm2）を乗せ て提示 した。

表 1 模様 と配色構成

マ ン セ ル 記号　　　　 ClE 裏色桜

犠 撮　 悶 番　 　　色 HVC 　　　　　x y

9．OR5 ．58 ．70 ．4640 、350

ち ょ う
1 2．1G4 ，81 ．60 ．3Q50 ．340

色 1　　1P85 　 52 　 50 ．2840 、297，
9．　星 R3 ，42 ，00 ．363o ，328

響，卩

リボ ン

色 L 　 2YR7 ．53 ．00 ．3500 ．3337　89

　10
土 7 ．2YR6 ，55 ．OO ，405O ，375

7 ．6R4 ．54 ．4O ．397O ．331

臼 2 ．7RP7 ．9L 　9o ，316o ，310

4 ．7Y8 ，25 ．1O ．378o ・396
リポ ン

6　　　銀 9 ．OP7 　 23 ．ユ 0 ．3140 ．297

リ ム 0　 7Y8 　 60 　　3o ．314O ．320■・幽，
6．5R2 ，8L 　4O ．35 星O ．320

操 8 ．4Y6 ．57 ，2O ．411O ．454

ら よ う

2　 34

　5
ピ ン ク 3 ．9RP6 ，67 ，9O ．353o ．280

紫 7 ．7P7 ．74 ．20 ，3120 ．290

9 ．5R4 ．91L 　 10 ，5310 ．359

5 ．6R2 ，8L 　 60 ．3550 ．319

の　 し
u 冑 9 ，5P33 ・15 　 70 ．25 【 o 、2lo

4　 8R3 　 43 ．20 ．384o ．319幽凾鹽

1718 グ レ
ー4 ．8R3 ．6 竃．60 ．347o ．319

は　 な 3 ．6RP8 ．20 ．80 ．3 且 3o ，3 ユ 4

1920 1．2Y6 ，77 ．0O ．427O ．415

レンジ 2 ．正YR5 ，77 ．80 ，4560 ．368

L　 土 3 ．3Y8 ．　 i5 ．30 ．3850 ．395

ま　 な
16 3 ．9Y6 ．13 ．90 ．ヨ 79O ．390

L 　 OP5 ，14 ．20 ．285o ．265噂一甼一一畠薗一一一匿

の 　　し

赤 0 ．2YR5 ．68 ．90 ．472O ．3601213M

　15
茶 4 ．9YR5 ．4470 ，406O ．366

暇 且　 6Y7 ．66 ．60 ．4　100 ．405
颶゚ 6　　4YR4 ．　 1 ・2 ．50 ．3800 ，3 昏 5

ec 　 　ronlclrary 　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 図 1 原図模様

　［結果］

　因子 得点の 因子空間上 の 変化 （図 2 に 1 例を

示す）な どの 結果を まとめ表 2 が得 られ た 。模

様と色彩の 感情因子 は ほ ぼ 5 因子 で構成され、

それ ぞれ の 因子 には模様 と色彩の 影響が異 な り

、模様よ りも色彩 に よ る影饗がや や 多い が、伝

統性 は模様によ っ て影響 され る。

表 2　因子分析結果の まとめ

因子 1因 子 2 因 子 3 因 子 4 因 子 5 因 子

囚 子名

け なやか

　 聖

お ち つ き

ソ フ ト

　 犀

ハ ード

訓 和

　 1

不 調 和

シ ン ア ル

　 1

凝 っ た

日 木的

　 1
異国 的

活動性 潜在性 評傭性 潜在｛生 伝銃性

賽 与 寧 34 ．6 ％ 27 ．0 ％ ！9 ．66 ，64 ．1 駕
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